
簡単操作ガイド７（Space NetⅡ 水準網） 

 

●最初に、新規の「Space NetⅡ 水準網」ファイルを起動します。 

 

※Excel2007 は、起動後表示されるツールバーの「セキュリティーの警告 マクロが無効にされま

した」右隣の「オプション」をクリックして「このコンテンツを有効にする」を選択し「OK」をク

リックして、マクロを有効にします。（本ファイルはマクロを含みます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「Space NetⅡ 水準網」メニュー（起動）画面 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力データの種類   ①標尺・楕円補正無し（高低差のみ） 

②標尺・楕円補正有り 

③標尺・楕円・変動補正有り 

既知点データ、交点データは共通、観測データは、①②③に分かれます。 

 

Ⅰ データ入力（水色部分に入力してください） 

 

1-1 メニュー画面の「１：初期設定データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（地区名、水準測量の等級、変動補正する場合は基準日、計算年月日、管理者）（図 1-1-1） 

入力後は右上の「メニュー画面へ」をクリックしてメニュー画面へ戻ります。（他シートも同様） 

 

図 1-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 メニュー画面の「２：既知点データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（水準点名・標高・1～2級の場合は緯度）（図 1-2-1） 

 

図 1-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-3 メニュー画面の「３：交点データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（交点名・1～2級の場合は緯度）（図 1-3-1） 

＊単路線の場合は、交点は無いので空欄とします。 

 

図 1-3-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 メニュー画面の「４：路線データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（路線名・出発点・到着点）（図 1-4-1） 

＊単路線の場合は、１行のみの入力となります。 

＊路線：既知点～既知点・既知点～交点・交点～交点・交点～既知点  

 

図 1-4-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-5 メニュー画面の「５：観測者データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（観測者）（図 1-5-1） 

 

図 1-5-1 

 

 

 

 

 

 



1-6 メニュー画面の「６：観測データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（観測日・水準点名・1～2級の場合は緯度・距離・高低差・標尺補正量・変動補正の場合は旧データ・

観測者）（図 1-6-1） 

＊全路線について入力します。（単路線の場合は、１路線のみ入力） 

 

図 1-6-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-7 メニュー画面の「７：環閉合点検データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（路線名）（図 1-7-1） 

＊全ての環閉合点検路線を選択入力します。 

 

図 1-7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-8 メニュー画面の「８：結合点検データ入力」をクリックし、水色のセルに入力します。 

（路線名）（図 1-8-1） 

＊全ての結合点検路線を選択入力します。 

 



図 1-8-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-9 「別ブックのデータ入力（1～8）」ボタン 

＊別ブック（SpaceNet 水準網）のデータを入力する場合にクリックします。 

＊入力 1～8 シートに自動に入力されます。 

 

Ⅱ-1 平均計算実行 

 

・全データ入力後に、メニューの「平均計算実行」ボタンをクリックします。クリック後は、データのある

各結果ボタンは濃くなります（入力値クリアボタンをクリック後は薄くなります） 

 

 

Ⅱ-2 計算の精度判定 

 

「単位重量当たりの観測の標準偏差」が、制限以内にあるか確認します。（図 2-3-1） 

 

図 2-3-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ-1 環閉合 点検計算結果表示 

 

・「環閉合 点検計算結果」をクリックすると表示します。閉合差が許容値以内か確認します。（図 3-1-1） 

 

図 3-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-2 結合 点検計算結果表示 

 

・「結合 点検計算結果」をクリックすると表示します。閉合差が許容値以内か確認します。（図 3-2-1） 

 

図 3-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ-1 水準網平均結果 表示 

 

・各帳票名のボタンをクリックすると、水準網平均結果を各帳票の様式（シート）毎に表示します。（図 4-1-1） 

 

図 4-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ各成果表 作成・表示 

 

（１）平均成果表作成 

・「平均成果表作成」をクリックすると平均成果表が作成されます。 

 

（２）変動計算簿作成 

・「変動計算簿作成」をクリックすると変動計算簿が作成されます。 

 

（３）平均成果表表示 

・「平均成果表」をクリックすると平均成果表が表示されます。水色箇所に追加入力が可能です。（図 5-3-1） 

 

（１）～（３）をクリック後は、データのある各ボタンは濃くなります（入力値クリアボタンをクリッ

ク後は薄くなります） 



図 5-3-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）変動計算簿表示 

・「変動計算簿」をクリックすると変動計算簿が表示されます。地盤沈下測量の場合に作成します。（図 5-4-1） 

 

図 5-4-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）観測成果表表示 

・「観測成果表」をクリックすると観測成果表が表示されます。観測成果表は、メニュー②「平均計算実行」

で作成されます。観測成果表の新点の最初の観測標高は、入力 3シートの近似標高に表示されます。（図 5-5-1） 

 

図 5-5-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ精度管理表 表示 

 

（１）精度管理表１（環点検） 

 

・「精度管理表１（環点検）」をクリックすると表示します。 

・水色入力箇所は、「精度管理表入力データクリア」ボタンをクリックすると削除できます。（図 6-1-1） 

 

図 6-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）精度管理表２（結合点検） 

 

・「精度管理表２（結合点検）」をクリックすると表示します。（図 6-2-1） 

 

図 6-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅶ帳票出力 

 

＊全ての帳票は、画面上に一部色が付いている場合でも帳票出力は「白黒印刷」 

されます。 

 

（１）帳票の種類 

 

点検計算結果 

・「環閉合 点検計算結果」と、「結合 点検計算結果」を出力します。  

 

単路線 点検計算結果 

・「結合 点検計算結果」を出力します。 

 

平均結果 

・平均結果（単路線以外）の以下帳票を 出力します。 

「表題」「既知点成果」「入力データ」「高低差の平均値」「1ｋｍ当たり標準偏差①」 

「1ｋｍ当たり標準偏差②」「交点平均計算結果」「高低差計算結果」「平均標高計算」 

 

単路線 平均結果 

・平均結果（単路線）の以下帳票を出力します。 

「表題」「既知点成果」「入力データ」「高低差の平均値」「1ｋｍ当たり標準偏差①」「1ｋｍ当たり標準偏差②」 

「高低差計算結果」「平均標高計算」 

 

平均成果表 

・平均成果表を出力します。 

 

変動計算簿 

・変動計算簿を出力します。 

 

観測成果表 

・観測成果表を出力します。 

 

精度管理表 

・精度管理表１（環点検）と、精度管理表２（結合点検）を 出力します。 

 

単路線 精度管理表 

・精度管理表２（結合点検）を 出力します。 

 

 

 



（２）帳票出力方法 

 

＊以下の画面の説明は「平均結果」の出力例ですが、他の帳票も同様に出力します。 

① メニュー画面の帳票出力の中の「平均結果」をクリックし、プレビュー画面を表示させます。 

（他の帳票を出力するときは、該当する帳票をクリックします）（図 7-2-1） 

 

図 7-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 左上の丸い「Office」ボタンをクリックします。（図 7-2-2） 

 

図 7-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 「印刷」をクリックします。 

④ 下図のようにボックスが表示されますので、プリンタ名・印刷部数等を確認後、「ＯＫ」をクリックし、 

印刷を実行します。（図 7-2-3） 

 

図 7-2-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷデータ保存 

 

① 左上の丸い「Office」ボタンをクリックします。 

（下図はメニュー画面から保存していますが、どの画面から保存しても構いません）（図 8-1-1） 

 

図 8-1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 「名前を付けて保存」までマウスを動かすと右側に各保存ファイル形式が表示されますので、その中の

「Excel バイナリ ブック」または「Excel マクロ有効ブック」（本ファイルはマクロを含みます）をクリ

ックします。 

③  下図のようにボックスが表示されますので、「ファイル名」にファイルの名称を入力します。（図 8-2-1） 

④ 「保存先」で保存したいフォルダを選択します。 

⑤ 「保存」クリック 

 

図 8-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


